
平
成
十
八
年
十
二
月
十
一
日
提
出

質

問

第

二

二

九

号

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

赤

嶺
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
制
度
の
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
四
月
に
一
部
施
行
さ
れ
、
十
月
一
日
に
本
格
的
に
施
行
さ
れ
た
。

障
害
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
の
自
己
負
担
が
応
能
か
ら
応
益
に
変
わ
り
、
一
割
を
負
担
す
る
「
定
率
負

担
」
が
導
入
さ
れ
た
上
、
食
費
や
光
熱
水
費
な
ど
に
つ
い
て
も
実
費
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

法
施
行
後
八
ケ
月
を
経
過
し
、
障
害
者
と
家
族
か
ら
は
、
「
負
担
額
が
大
幅
に
増
え
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
切

実
な
悲
鳴
が
上
が
り
、
生
活
不
安
や
制
度
に
対
す
る
疑
問
の
声
が
拡
が
っ
て
い
る
。
将
来
の
生
活
を
苦
に
し
た
親
子
の
無
理
心

中
事
件
も
起
き
、
関
係
者
に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

障
害
者
団
体
の
調
査
で
は
、
負
担
の
大
幅
増
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
多
く
の
障
害
者
が
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
障
害
者
程
度
区
分
に
よ
っ
て
施
設
入
所
等
の
対
象
者
が
限
定
さ
れ
、
施
設
を
退
所
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
態
も

生
じ
て
い
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
国
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
に
逆
行
し
、
障
害
者
の
自
立
へ
の
道
を
閉
ざ
し
、
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
脅

一



か
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
国
自
ら
が
全
国
の
実
態
を
調
査
し
、
速
や
か
に
制
度
の
改
善
を
図
る
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴
う
影
響
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

�

新
た
な
利
用
者
負
担
、
報
酬
体
系
の
導
入
等
の
影
響
に
よ
り
、
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
や
施
設
、
事
業
者
な
ど
か
ら
多

く
の
深
刻
な
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
利
用
者
負
担
増
に
よ
る
利
用
停
止
や
利
用
抑
制
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業
者
に

つ
い
て
も
減
収
に
よ
る
事
業
経
営
の
困
窮
、
事
業
の
廃
止
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。
国
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
十
五
日
付

の
質
問
主
意
書
（
第
一
六
四
回
国
会
第
三
六
七
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
で
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
の
実
態
調
査
に

つ
い
て
、
「
今
後
、
関
係
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
内
容
に
応
じ
、
適
時
適
切
に
そ
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
答

弁
し
、
今
国
会
の
厚
生
労
働
委
員
会
等
に
お
け
る
質
疑
な
ど
も
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の
実
態
調
査
に
着
手
し

た
。
都
道
府
県
を
通
じ
地
域
の
施
設
に
回
答
を
求
め
た
「
施
設
利
用
者
状
況
調
査
票
」
は
、
月
毎
の
施
設
の
退
所
者
数
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
抑
制
者
数
等
を
所
得
区
分
別
・
退
所
等
理
由
別
に
把
握
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の

二



結
果
は
い
つ
公
表
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
精
神
障
害
者
関
係
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児
関
係
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
意
向
を
伺
い
た
い
。

�

調
査
の
実
施
は
実
態
把
握
の
第
一
歩
で
あ
る
が
、
調
査
項
目
が
限
定
的
で
あ
り
、
全
体
像
の
把
握
に
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
利
用
者
負
担
の
導
入
に
よ
っ
て
負
担
増
に
な
っ
た
利
用
者
数
、
個
別
の
負
担
の
実
情
、
報
酬
の
見
直
し
に
よ
る
事
業

者
へ
の
影
響
及
び
事
業
所
の
職
員
の
給
与
な
ど
の
就
労
条
件
へ
の
影
響
、
報
酬
設
定
等
を
受
け
て
の
事
業
者
の
参
入
・
廃

止
状
況
な
ど
、
詳
細
に
調
査
す
べ
き
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

利
用
者
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

全
国
的
な
実
態
調
査
の
結
果
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
深
刻
な
影
響
は
明
ら
か
で

あ
る
。
応
益
（
定
率
）
負
担
の
導
入
と
食
費
、
光
熱
水
費
の
実
費
負
担
化
に
よ
る
負
担
増
の
た
め
、
長
年
過
ご
し
て
き
た

施
設
を
退
所
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
通
所
授
産
施
設
へ
の
通
所
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
が
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
重
大
な
影
響
が
出
て
い
る
。
政
府
は
、
障
害
者
団
体
を
は
じ
め
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

聞
き
お
よ
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
深
刻
な
事
態
を
招
い
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
、
現
状
に
お
い
て
ど
の
よ

三



う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

�

定
率
負
担
制
度
に
お
い
て
は
、
障
害
の
重
さ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
が
増
加
す
る
ほ
ど
、
利
用
者
の
負
担
が
重
く

な
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
須
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障

害
の
重
さ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
に
よ
っ
て
負
担
が
増
す
こ
と
は
、
利
用
者
で
あ
る
障
害
者
の
自
立
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
所
得
段
階
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
上
限
額
設
定
と
は
別
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
多
い
重
度
障
害

者
に
配
慮
し
た
利
用
者
負
担
上
限
額
制
度
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

�

低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
所
得
に
応
じ
た
四
段
階
の
利
用
上
限
額
の
設
定
、
食
費
等
に
対
す
る
補
足
給
付
、
そ
の
他
個

別
減
免
措
置
な
ど
、
利
用
者
の
軽
減
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
負
担
の
重
さ
を
訴
え
る
声
は
大
き
い
。
低
所
得
者
の
利

用
上
限
額
の
大
幅
な
引
き
下
げ
な
ど
更
な
る
低
所
得
者
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

�

個
別
減
免
等
の
た
め
の
所
得
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
世
帯
の
所
得
が
算
定
さ
れ
る
。
政
府
は
世
帯
の
範
囲
に
つ
い
て
一

定
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
個
人
の
所
得
の
み
を
算
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
如
何
。

四



�

障
害
者
の
保
護
者
は
多
く
の
場
合
若
年
で
あ
り
、
負
担
能
力
が
低
く
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
が
重
荷
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
障
害
児
施
設
に
入
所
す
る
場
合
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
も
支
給
さ
れ
ず
、
負
担
ば
か
り
が
過
重
と
な
り
、
退

所
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。
障
害
児
が
療
育
の
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
発
達
・
成

長
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、
障
害
児
施
設
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
「
特
段
の
利
用
者
負
担
緩
和

措
置
を
講
じ
、
在
宅
の
場
合
と
同
程
度
ま
で
の
負
担
と
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、
障
害
児
に
つ
い
て
は
特
別
の
支
出
も
伴

い
、
そ
の
負
担
が
継
続
的
に
続
く
た
め
に
家
計
へ
の
負
担
が
重
く
な
る
。

従
っ
て
、
障
害
児
施
設
の
利
用
に
関
し
て
は
、
更
な
る
負
担
軽
減
策
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の

見
解
を
伺
い
た
い
。

�

施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
料
は
、
利
用
者
の
所
得
と
貯
金
等
の
条
件
に
応
じ
て
個
別
減
免
が
行
わ
れ
る
が
、
預

貯
金
等
の
上
限
額
は
三
五
〇
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
本
人
名
義
の
信
託
や
年
金
保
険
等
に
つ
い
て
の
み
、
預
貯

金
等
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

所
得
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
世
帯
で
算
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
預
貯
金
等
の
算
定
に
お
い
て
は
家

族
が
障
害
者
の
た
め
に
保
有
し
て
い
る
信
託
等
を
除
外
対
象
と
し
な
い
の
は
、
世
帯
の
見
方
に
つ
い
て
一
貫
性
に
欠
け
る

五



と
考
え
る
。

預
貯
金
等
の
上
限
額
と
預
貯
金
等
の
範
囲
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
生
活
実
態
に
見
合
っ
た
額
、
範
囲
と
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

ま
た
、
預
貯
金
等
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
行
き
過
ぎ
た
調
査
に

な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

�

法
施
行
後
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
独
自
に
利
用
者
負
担
に
対
す
る
軽
減
策
等
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
軽
減
策
等
を
取
れ
な
い
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
市
町
村
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
格
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

授
産
施
設
な
ど
に
お
い
て
は
、
工
賃
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
法
施
行
後
、
利
用
料
等
が
工
賃
を
上
回
り
、
施
設
利
用

の
意
欲
が
阻
喪
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
政
府
は
、
本
年
八
月
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
円
滑
施
行
に
向
け
て
」
（
以

下
「
円
滑
施
行
策
」
と
い
う
。
）
で
、
「
工
賃
控
除
の
拡
充
等
」
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
実
効
性
の
あ
る
対

策
と
は
思
わ
れ
な
い
。
就
労
意
欲
を
高
め
、
障
害
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
、
工
賃
が
手
元
に
残
る
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
、
本
格
的
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

六



三

事
業
者
に
対
す
る
報
酬
、
指
定
基
準
に
つ
い
て

�

事
業
者
に
対
す
る
報
酬
は
、
従
来
月
単
位
で
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
に
お
い
て
は
、
利
用

状
況
に
あ
わ
せ
た
日
払
い
に
な
り
、
し
か
も
報
酬
の
設
定
水
準
が
従
来
と
比
べ
低
い
た
め
に
、
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支

え
る
事
業
者
の
収
入
は
減
り
、
経
営
が
不
安
定
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状

況
が
生
じ
て
い
る
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安
定
的
に
維
持
・
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
入
院
・
外
泊
に
係
る
報
酬
上
の
取
扱
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
「
通
所
施
設
が
行
う
通
所
以
外
の
支
援

等
」
の
「
円
滑
施
行
策
」
を
と
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
び
ほ
う
策
で
な
く
、
従
前
の
月
単
位
に
戻
す
な
ど
の
措
置
を
講
ず

べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

事
業
の
指
定
基
準
に
お
け
る
人
員
配
置
等
の
要
件
が
高
く
、
小
規
模
作
業
所
な
ど
は
、
新
体
系
に
移
行
す
る
の
が
困
難

で
あ
る
。
一
方
、
人
員
配
置
等
の
基
準
が
低
く
、
利
用
者
に
対
し
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の

指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
、
新
し
い
職
員
の
配
置
基
準
は
、
多
様
で
個
別
的
な
支
援
が
必
要
な
知
的
障
害
者
の
場
合
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
。
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
政
府
が
、
「
円
滑
施
行
策
」
で
示
し
た
「
通
所
施
設
の
定
員
規
制
緩
和
の
経
過
措
置
」
で
は
な
く
、

七



配
置
基
準
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
利
用
者
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

障
害
程
度
区
分
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

サ
ー
ビ
ス
量
な
ど
の
決
定
に
あ
た
っ
て
勘
案
さ
れ
る
障
害
程
度
区
分
に
関
し
て
は
、
そ
の
認
定
方
法
は
、
介
護
保
険
制

度
の
要
介
護
度
を
基
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
の
「
程
度
区
分
」
、
「
障
害
程
度
」

を
適
正
に
判
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
。

政
府
は
、
「
円
滑
施
行
策
」
で
、
若
干
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

適
正
な
判
定
を
行
う
た
め
に
は
、
知
的
、
精
神
障
害
等
の
障
害
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
よ
う

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

障
害
程
度
区
分
に
よ
り
、
画
一
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
を
行
う
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支

給
決
定
の
仕
組
み
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

高
度
の
支
援
が
必
要
な
重
度
障
害
者
の
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
度
を
基

本
に
し
た
障
害
程
度
区
分
等
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
た
め
に
、
障
害
程
度
が
低
い
結
果
と
な
り
対
象
者
が
限
定
さ
れ
る
。

八



障
害
が
重
く
、
更
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
対
象
と
な
ら
な
い
者
が
で
て
い
る
。
障
害
程
度

区
分
を
判
定
す
る
基
準
は
、
「
重
度
訪
問
介
護
は
外
出
時
の
介
護
を
含
む
が
、
判
定
項
目
の
聞
き
取
り
は
居
住
内
が
想
定

さ
れ
て
い
る
」
、
「
行
動
援
護
で
は
該
当
項
目
が
月
一
回
あ
っ
て
も
〇
点
に
し
か
な
ら
な
い
」
等
、
地
域
の
実
情
と
か
け

は
な
れ
た
、
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

重
度
障
害
者
の
重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
条
件
を
緩
和

す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
人
が
必
ず
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

五

就
労
支
援
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
目
的
及
び
趣
旨
に
は
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
強
化
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

企
業
へ
の
就
労
支
援
の
施
策
を
強
め
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
働
き
方
の
多
様
性
を
認
め
て
、
企
業

の
み
な
ら
ず
授
産
施
設
等
に
お
い
て
も
、
障
害
者
が
働
け
る
よ
う
に
働
く
場
を
拡
充
さ
せ
る
方
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
点
で
、
政
府
の
「
円
滑
施
行
策
」
の
就
労
支
援
の
対
策
は
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。

九



六

地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

�

小
規
模
作
業
所
は
、
無
認
可
の
通
所
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
障
害
者
の
日
中
活
動
の
場
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
新
制
度
に
お
い
て
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
生
活
支
援
事
業
）
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
に
係
る
運
営
は
裁
量
的
経
費
に
よ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
遂
行
の
確
実
性
、
持
続
性
、
更
に
は
地

域
格
差
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

地
域
生
活
支
援
事
業
へ
の
国
の
予
算
が
余
り
に
も
少
な
い
の
で
、
適
切
な
規
模
の
予
算
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と

の
強
い
意
見
が
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

七

九
州
・
沖
縄
県
等
の
地
方
議
会
の
意
見
書
及
び
地
方
自
治
体
の
要
望
書
に
つ
い
て

�

本
年
四
月
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
後
、
同
法
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
の
地
方
議
会
の
意
見
書
が
ど
れ
く
ら
い
出

さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
法
制
度
の
見
直
し
等
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
福
岡
県
北
九
州
市
議
会
、
同
県
大
牟
田
市
議
会
、
同
県
遠
賀
郡
水
巻
町
議
会
、
大
分
県
県
議
会
を
は
じ
め
、

埼
玉
県
川
口
市
、
同
県
春
日
部
市
、
同
県
蕨
市
、
新
潟
県
新
潟
市
議
会
、
福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
議
会
、
岐
阜
県
高
山
市

議
会
、
同
県
下
呂
市
議
会
等
か
ら
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
改
正
、
同
法
の
見
直
し
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の

一
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充
実
等
を
求
め
る
意
見
書
が
、
衆
参
の
両
院
議
長
及
び
政
府
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
地
方
議
会
か
ら
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
に
基
づ
く
意
見
書
が
何
件
提
出
さ
れ
て
い
る
の

か
、
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

熊
本
県
、
長
崎
県
、
長
崎
市
及
び
長
崎
市
議
会
な
ど
か
ら
は
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
充
実
・
強
化
等
を
求
め
る
要

望
書
が
政
府
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
前
記
理
由
に
よ
り
法
施
行
後
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
議
会
か
ら

何
件
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

障
害
者
自
立
支
援
法
の
境
界
層
該
当
者
の
取
扱
に
つ
い
て

�

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
障
害
者
が
、
応
益
負
担
の
導
入
に
よ
る
過
重
な
負
担
の
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
も
と
よ
り
生
活
が
困
難
と
な
り
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
度
に
基
づ
い
て
国
の
実
施
し
て
い
る
境
界
層
減
免

の
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
「
境
界
層
該
当
者
」
に
な
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

当
該
市
町
村
に
お
い
て
生
活
保
護
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
障
害
者
の
方
々
は
、
生
活
保
護
を
受
け
る

意
思
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
境
界
層
減
免
の
措
置
を
受
け
る
の
に
、
何
故
、
生
活
保
護
と
同

内
容
の
書
類
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
絶
対
に
納
得
で
き
な
い
と

一
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し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
生
活
保
護
申
請
書
で
は
な
く
、
「
境
界
層
減
免
申
請
書
」
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

ま
た
、
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
保
護
申
請
と
同
様
に
、
資
産
調
査
、
扶
養
照
会
な
ど
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
扶
養
照
会
や
資
産
調
査
は
省
略
し
て
、
所
得
調
査
に
よ
っ
て
「
境
界
層
該
当
者
」
と
し
て
の
判
定
は
で
き
な

い
の
か
。
ま
た
、
一
度
、
「
境
界
層
該
当
者
」
と
判
定
さ
れ
て
も
、
毎
年
、
同
様
の
申
請
と
審
査
を
行
う
こ
と
が
義
務
と

さ
れ
て
い
る
が
、
一
度
、
判
定
さ
れ
た
ら
そ
の
後
は
、
各
自
治
体
の
裁
量
に
委
ね
る
な
ど
の
対
応
に
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

九

障
害
者
自
立
支
援
法
の
根
本
的
見
直
し
等
に
つ
い
て

�

政
府
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
障
害
者
（
児
）
施
設
入
所
者
を
地
域
生
活
に
移
行
さ
せ
る
と
し
て

い
る
。
「
平
成
二
十
三
年
度
末
時
点
の
施
設
入
所
者
数
を
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域

の
実
状
に
応
じ
て
目
標
を
設
定
す
る
」
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
二

〇
〇
七
年
度
の
社
会
福
祉
施
設
（
障
害
者
・
障
害
児
関
連
施
設
）
整
備
方
針
を
作
成
し
て
い
る
。
文
言
に
「
地
域
の
実
状

に
応
じ
て
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
国
が
入
所
者
数
削
減
の
方
針
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
「
増
や
す
べ
か
ら
ず
」
と
地
方

一
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自
治
体
は
受
け
止
め
が
ち
で
あ
り
、
「
入
所
者
締
め
出
し
」
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
非
常
に
危
惧
す
る
。
政
府
は
こ
の

方
針
が
入
所
者
を
締
め
出
す
こ
と
に
な
る
と
は
考
え
な
い
の
か
、
入
所
者
を
締
め
出
す
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
う
な
ら
そ

の
根
拠
と
理
由
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
の
方
針
の
基
に
整
備
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
施
設
入
所
者
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
障
害
者
（
児
）
施
設
に
係
る
国

の
予
算
の
削
減
が
想
定
さ
れ
る
と
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
も
、
障
害
者
（
児
）
施
設
の
整
備
は
充
分
と
は
言
え
ず
「
入
所
し
た
く
て
も
入
所
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
、

入
所
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
障
害
者
（
児
）
が
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
待
機
者
解
消
の
た
め
に
も
、
む
し
ろ
早
急
な
施
設
の
整
備
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如

何
。

�

従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
削
減
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
し
て
取
り
消
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

如
何
。

�

障
害
者
自
立
支
援
法
は
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
は
、
一
定
の
経
過

措
置
等
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
施
行
後
多
く
の
混
乱
が
起
き
て
い
る
。
政
府
は
、
障
害
者
の
自
己
負

一
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担
を
一
時
的
に
軽
減
す
る
措
置
等
を
講
ず
る
と
の
方
針
を
決
め
、
補
正
予
算
に
お
い
て
、
具
体
化
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

こ
の
措
置
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
ど
の
く
ら
い
増
加
す
る
も
の
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。

�

法
施
行
後
の
深
刻
な
事
態
を
考
慮
す
れ
ば
、
政
府
が
行
う
更
な
る
び
ほ
う
策
で
は
な
く
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

制
度
全
体
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
三
年
を
待
つ
こ
と
な
く
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
に
向

け
て
直
ち
に
検
討
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。
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